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数 学 科 学 習 指 導 案 

指導者 広島市立○○中学校 

教諭 ○○ ○○ 

 

１ 日時・場所 平成２０年○月○日  

          １年○組教室 

２ 学年・組   第１学年○組 

３ 単 元 名  文字式 

          課題学習「文字式の大小」 

４ 単元について 

○教材観 

  小学校での「式の学習」は，「数と計算」領域に位置付けられ，問題解決のために立式し，その演算に
したがって答えを求めるという学習が中心となっている。言葉の式や公式を考えたり，数量の関係や法則
などを，□，△を用いて式で簡潔に表したり，式の意味を読んだりすることも行われるが，児童にとって式
は答えを求めるための過程の一部であって，式そのものが考察の対象となる機会はそれほど多くはない。
一方中学校では，文字を用いた式の指導を中心とし，方程式や関数の学習では式が操作や考察の対象
となる。中学校１学年における本単元は，文字式を扱う最初の段階であり，算数の学習から数学の学習へ
と踏み込むきわめて重要な第一歩と位置付けることができる。 

文字式では，数量の関係や法則などが簡潔で明瞭に，しかも一般的に表現される。また，その表現は
操作の方法を表すと共に結果も表す。このように，文字式は優れた表現方法である。したがって，数量や
その関係を文字式に表したり，式の意味を読み取ったりすることを通して，そのよさを感じ取り，積極的に
活用できるようになることが重要である。 

また，本単元における文字式の表し方や計算は，今後の数学学習の基礎的な技能として機能すること
が求められる。今後，方程式や関数，数や図形についての性質の説明など，多くの場面で活用すること
になるため，正負の数の計算同様，計算の仕方を確実に習得させる必要がある。 

さらに，文字はいろいろな値をとることができるが，その理解を深めるためには，文字式に数を代入して
式の値を求める学習が役に立つ。このことは，方程式とその解の意味を理解したり，文字がとりうる値の集
合について理解して変数の考えを深めたりすることにも通じる。本時の題材は，文字を単なる記号として
ではなく，いろいろな値をとるものとして意識させ，文字の意味の理解を深められるよう設定した。 

 

 ○生徒観 

本学級は明るく愉快な集団で，学習に対して前向きな生徒が多いが，学力差は大きく，小学校時代か

ら算数や計算に対して苦手意識をもっている生徒が３分の１程度存在する。年度当初から学年で重点を

おいて指導してきた「着ベル」「あいさつ」「姿勢をよくする」「人の話をしっかり聞く」は，ある程度定着して

いる。また，４人を基本とする学習グループを組み，小グループでの学習活動を取り入れているが，夏休

み以降，グループ内での関わりや教え合いが増えてきている。１０月からは小グループ内に学習リーダー

をおき，「これでいい？！」「教えて。」と自分から人に聞けるようになることと，聞かれたことには丁寧に応

えることを，どの教科でも促すようにしている。 

文字式の学習においては，１次式の加法・減法の計算はできている生徒が多いが，数量やその関係を

文字式で表したり，簡潔に表したりすることについては十分ではなく，繰り返し学習が必要である。また，

代入して式の値を求めることや文字がいろいろな値を取りうることへの理解は十分とはいえない。 

 

 ○指導観 

指導にあたっては，文字式のよさや必要性を生徒につかませることに重点をおきたい。特に，文字を用
いた式の表現や読み取りは，日常生活や社会事象の中にある数量やその関係を一般的に把握し，新た
な関係を見いだすための手段になるので大切にしたい。 

また，文字式に対する抵抗感をできるだけ和らげられるような丁寧な指導が必要であると考える。文字
式の表し方が簡潔・明瞭であることは，その後の形式的な処理のためには好都合であるが，演算記号が
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見えなくなることによって，初めて文字式を扱う生徒たち，とりわけ四則計算のおぼつかない生徒にとって
は困難を来す原因になると思われる。特に代入して式の値を求める場合には，隠された演算記号を必要
に応じて意識的に補ったり，負の数を代入するときには( )をつけたりするなど，具体的な解決の手段を与
えながら，できないことからくるあきらめや苦手意識を除いていけるようにしたい。 

本単元の最後には「式の値」を扱う課題学習を位置付け，目的を持ちながら文字式の操作を行わせる

場面を設定し，文字の必要性を感じるようにする。授業では文字の意味を確認させながら，小グループで

の学習を取り入れ，仲間の意見を聞く，あるいは説明するという活動が行えるようにしていきたい。 

 

５ 単元の目標 
文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする能力を培うとともに，

文字を用いた式の計算ができるようにする。 

○ 文字式を用いることの必要性と意味を理解する。 

○ 文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知る。 

○ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表現したり，式の意味を読み取ったりすること

ができる。 

○ 代入，式の値の意味を理解し，簡単な式の値を求めることができる。 

○ 項，係数，一次式の意味を理解し，簡単な一次式の計算ができる。 

 

６ 単元の評価規準 

数学への関心・意欲・態

度 

数量の関係や法則などを，文字を用いて一般的かつ簡潔に表現したり，処理し
たりするなど，文字を用いて考えることの必要性やよさに関心をもち，文字式を
活用しようとする。 

数学的な見方や考え方 文字を用いると，数量を一般的に表せること，文字式は計算の仕方を表すととも
に，その結果を表しているとみることができる。また，文字式の計算も数の計算と
同じようにみることができ，文字に値を代入することで，具体的な事象に適用して考
えることができる。 

数学的な表現・処理 文字を用いて数量の関係や法則を式で表現したり，式の意味を読み取ったりす
ることができる。また，積や商の表し方にしたがって文字式で表し，１次式の計算
ができるようにする。 

数量，図形などについ

ての知識・理解 

文字を用いると，数量を一般的に表せることや，文字式は，計算の仕方を表して
いるとともに，その結果を表していることを理解している。また，文字式における
積や商の表し方，代入，式の値の意味を理解している。 

 

７ 指導と評価の計画（全 14 時間） 

節 項 時数 学 習 活 動 評価の観点・規準・方法 

１ 

文
字
と
式 

１ 文字を使った

式 

2 14 ・数の代わりとしての文

字の意味を理解し，数

量を文字を使った式

で表す。 

○文字式の意味を理解し，数量を文字式で表したり，式の

意味を読み取ったりしようとする。(関・意・態) 

○事象の中にある数量を，文字式で表したり，文字式の意

味を読み取ったりすることができる。(表・処) 

○文字式は，数量を一般的に表せることや，文字式は計算

の仕方を表しているとともに，その結果を表していることを理

解している。(知・理) 

２ 文字式の表し

方 

2 ・文字式の積や商の表

し方を知り，それに基

づいて数量や法則を

文字式で表す。 

○文字式の積や商の表し方のよさを考えることができる。

(見・考) 

○積や商の表し方にしたがって，数量や法則を文字式で表

すことができる。(表・処) 

○文字式における積や商の表し方を理解している(知・理) 

３ 式の値 1 ・代入，式の値の意味

を理解し，１つの文字

に数を代入した場合

○文字式の中の文字には，いろいろな数値が代入できるこ

とを，文字式の意味と関連付けて考えることができる。(見・

考) 
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の式の値を求める。 ○１つの文字に数値を代入して，式の値を求めることができ

る。(表・処) 

○代入，式の値の意味を理解している。(知・理) 

確かめよう 1     

２ 

式
の
計
算 

１ １次式 1 ・１次式の意味や，そ

の項と係数の意味を

理解する。 

○同類項をまとめ，式を簡単にすることができる。(表・処) 

・同じ文字を含む項は

１つの項にまとめられ

ることを理解し，計算

する。 

○同類項のまとめ方を理解している。（知・理) 

○項，係数，１次式などの意味を理解している。（知・理) 

２ １次式の計算 3 ・１次式と数の乗法・除

法，加法・減法の計算

をする。 

○数の計算や分配法則などを手がかりにして，数と１次式

の乗法・除法，１次式の加法・減法の計算方法を考えること

ができる。(見・考) 

○１次式と数の乗法・除法，加法・減法の計算ができる。

(表・処) 

・やや複雑な１次式の

計算をする。 

確かめよう 1     

３章のまとめと問題 2     

課題学習 

「文字式の大小」 

(本時 1/1) 

1 ・文字式にいろいろな

数を代入し，文字式の

大小を調べる。 

○文字式の「式の値」を求めることに関心をもち，いろいろ

な数を「代入」して，「式の値」を求めようとする。(関・意・態) 

○文字は数を表し，文字がいろいろな値をとりうることへの

理解を深める。(知・理) 

 

８ 本時の目標 

○ 文字式の「式の値」を求めることに関心をもち，いろいろな数を「代入」して「式の値」を求めよう

とする。 

○ 代入する値によって式の値の大小が変わることの考察を通して，文字の意味の理解を深め

る。 

 

９ 本時の評価 

到 達 度 具体の評価規準 判 断 の 目 安 

十分満足できる 

○ 32 ,, aaa にいろいろな数を代入し，その
結果から大小の関係が変わることをまとめる
ことができる。 

○さまざまな数を代入し，式の値を求
め，代入する数によって 32 ,, aaa の大
小関係を不等号で表している。 

概ね満足できる 

○ 32 ,, aaa に数を代入し，式の値を求め，
大小関係を表すことができる。 

○さまざまな数を代入し，式の値を求
めている。 

努力を要する 
児童への指導 
の手だての例 

○文字の意味についてふり返らせる。 
○累乗についてふり返らせる。 
○文字に数をあてはめることを支援する 
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１０ 本時の学習展開 
 

 
学習活動（発問・活動等） 予想される生徒の反応 

支援・評価 
（評価方法） 

課
題
把
握 

１ 学習の導入 

 

 

 

 

 

 「大小関係を不等号を用いて表そう」 

 

２ 課題１の把握 

 

 

 

○ 既習事項を確認しながら，問題を解

決する。 

・累乗の指数の意味と計算 

・不等号を用いる大小関係の表し方 

 

 

○ 答えを確認しよう 

・ 数直線上に３つの数をプロットし，視

覚的にとらえる。 

 

３ 課題２の把握 

 

 

 

 

○ そう判断した理由もつけて，意見を

発表する。 

 

 

 

 

 

 

○ 「文字にはいろいろな数をあてはめ

ることができる」こと， 32 ,, aaa の大

小関係はあてはめる数によって変わるこ

とを確認する。 

 

・「＝」は等号。等しいことを表

す。 

・「＜，＞」は不等号。大小を表

す。開いているほうが大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

（個人作業） 

（小グループ活動） 

・3２＝６としてしまう誤り 

・3２＞3＜3３ としてしまう誤り 
・数直線上の数の並びを想起し
大小関係を捉える 

 
・3＜3２＜3３ である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 32 aaa << 。  

3＜3２＜3３ だったから。 
・ 32 aaa == 。 1=a だった
ら,全部 1 になるから 
・負の数を代入したら 2a だけが
プラスになるから，１番大きいの
は 2a になる。 
・ a にあてはめる数によって大小
関係が変わってくる。 
 
・文字は数の代わりだった 
・文字はいろいろな数がはいる箱
だった 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表累乗の計算がで
き，不等号を用い
て大小関係を正し
く表している（ノート
の記述） 
 
支わからない生徒
にはグループの仲
間にきくよう促す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関 数の 世 界の 関

係を文字の世界
にまで広げて考
えようとする（表
情・発言） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3２ , 3 , 3３ の大小を不等号を用いて表してみよう。 

これは何を表す記号ですか。 

＝  ，  ＜ ，  ＞ 

32 ,, aaa  の大小を不等号を用いて表してみよう。 
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自
力
解
決
・集
団
解
決 

４ 課題２の再設定と把握 

 

 

 

 

 

 
自力解決 
○ いろいろな数を代入し，式の値を求

めて大小関係を調べる。 
 

・ いろいろな数を代入して式の値を
求め，プリントの表に記入させる。 

 

 

代入する数 

a
の

値 

2a
の

値 

3a
の

値 

 

大小関係 

 

     

     

     

 
※ 記録する人，電卓を操作する人

など，小グループ内で役割を分担
する。 

 
 
集団解決 
○ 全体で話し合う。 

 ・ 「大小関係のパターンはいくつ考え

られましたか。」 

 ・ 「見つけた大小関係のパターンをあ

げてみよう。それは a にどんな数を

あてはめたときにできますか。」 

 ・ 「同じ大小関係になる a の値には，

どんな共通性を見いだせるだろう。 

それぞれの場合の a の値の範囲を考

えてみよう。」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（小グループで活動） 
・グループで１台電卓を使用する 
 
 
・正の数を代入すると 

32 aaa <<  
 
・負の数を代入する，2 乗だけは
プラスになって 2 乗が一番大きい 
     23 aaa <<  

・ a ＝－1 のときは， 

 13 -== aa  

 
・小数や分数をあてはめるとどう
なるか。0．5 を代入してみると 
      aaa << 23  
 

など 
 
 
 
・６パターンある 

① 32 aaa ==  

a ＝0，1 のとき 

② 32 aaa <<  

a が１より大きい正の数のとき 

③ aaa << 23  

a が 0 と１の間の正の数 
のとき  

④ 23 aaa <<  

a が－１より小さい負の数 
のとき 

⑤ 23 aaa <<  

a が－１と 0 の間の負の数 
のとき 

⑥ 23 aaa <=  

a ＝－1 のとき 
 

 
 
支代入する数はど

んな数でもよい
ことを確認する 

 
 
 
 
表・見いろいろな
数を代入して，確
実に計算し，大小
関係について適切
に判断できる。 
（プリントへの記述） 
 
支グループに 1 台
ずつ電卓を貸し出
し，計算の確認の
ために使用するよ
う促す。 
支交流が進んでい
ないグループには
期間指導の時に声
をかけ，仲間との
つながりができるよ
うに助言を行う。 
 
 
 
 
見 正 の 数 と 負 の
数，１または－１を
境界と捉えて場合
分けすることができ
る（発言） 
支・できるだけ多く
の生徒が自分の発
見を発言できるよう
に，挙手していな
い生徒にも発言を
求める 
・生徒の発言を生
かしながらまとめる 
 

いろいろな数を代入して 32 ,, aaa  の大小関係にはどんな

パターンがあるか調べ，等号・不等号を用いて表してみよう。 

①～⑥は順不同。 a の値の範囲に
ついての生徒の発言は，「１より小さ
い数」とか「～から－まで」「～と－の
間」のような日常的経験的な表現に
なると思われる。 
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整
理
と
発
展 

５ 課題２の見直し 
 
○ 代入する値によって式の値の大

小が変わることをまとめる。 
 
６ 本時のまとめ 
 
○ 自己評価表に記録し，本時の学習

のふり返りを行う。 

 
・全体で話し合ったことをもとに，
各自のノートにまとめる 
 

 
理・見 文字には
いろいろな数をあ
てはめることができ
ること，代入する数
によって大小関係
が変わることをつか
んでいる（ノートへ
の記述，自己評価
表への記入） 
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＜本時で使用する学習プリント＞ 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
代入する数 

 

 
a の値 

 
2a の値 

 
3a の値 

 

 
大小関係 

（不等号を用いて表す） 
 
(例） ３ 
 

 
３ 

 
９ 

 
２７ 

 
32 aaa <<  

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 
 
 

    

 

いろいろな数を代入して 
32 ,, aaa の大小関係を調べ， 

不等号を用いて表してみよう。 


